
H18年度技術士第二次試験（上下水道部門）必須－上下水道一般 
上下水道事業において、地球温暖化防止対策を実施するの必要性を述べるとともに、 
水道事業及び下水道事業それぞれについて、主要な対策を２つずつ挙げ、それらの対策 
の概要について述べよ。 1－3 

1 .  は じ め に  1  

近 年 は 地 球 温 暖 化 に よ り 、平 均 気 温 や 海 面 が 上 昇 し 、2  

気 候 の 変 化 か ら 集 中 豪 雨 に よ る 浸 水 や 異 常 少 雨 に よ る3  

水 源 の 渇 水 が 発 生 し て い る 。  4  

現 在 都 市 に お い て は 、 集 中 豪 雨 の 発 生 に よ り 、 浸 水5  

が 多 く 発 生 し て お り 、 下 水 道 の 基 本 的 な 役 割 の 一 つ と6  

し て 都 市 の 浸 水 対 策 が 進 め ら れ て い る 。  7  

都 市 の 浸 水 は 、人 命 や 財 産 に 大 き な 被 害 を も た ら し 、8  

ま た 都 市 へ の 人 口 、 資 産 の 集 中 や 地 下 施 設 の 発 達 等 、9  

都 市 の 高 度 化 が 進 ん で い る こ と か ら 、 浸 水 が 発 生 し た1 0  

時 の 都 市 の 被 害 は 増 大 し て い る 。  1 1  

上 下 水 道 事 業 を 継 続 し て い く 上 で も 二 酸 化 炭 素 等 の1 2  

温 室 効 果 ガ ス 排 出 を 削 減 し て 、 地 球 温 暖 化 を 防 止 し 、1 3  

省 エ ネ ル ギ ー 化 を 推 進 し て い く こ と が 必 要 で あ る と 考1 4  

え ら れ る 。  1 5  

以 下 に 地 球 温 暖 化 防 止 に つ い て 、 水 道 事 業 ・ 下 水 道1 6  

事 業 が と る べ き 対 策 を 記 述 す る 。  1 7  

2 . 水 道 事 業 が と る べ き 対 策  1 8  

( 1 ) 水 資 源 の 確 保  1 9  

 地 球 温 暖 化 に よ る 気 候 の 変 化 に よ り 発 生 す る 異 常 少2 0  

雨 か ら 水 道 水 源 を 守 る 水 源 保 全 対 策 を 行 う 。  2 1  

・ 水 道 水 源 を 保 全 す る た め に 水 源 に 関 係 す る 他 機 関 と2 2  

協 力 し て 対 策 を 行 っ て い く 。  2 3  

・ 水 源 の 渇 水 発 生 時 に 対 応 す る た め に 予 備 の 井 戸 や 水2 4  

源 を 準 備 し て お く 。  2 5  
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・ 水 源 の 渇 水 発 生 時 に 対 応 す る た め に 他 水 道 事 業 体 と1  

の ネ ッ ト ワ ー ク 管 路 を 準 備 し て お き 、 お 互 い 水 道 水 を2  

供 給 し あ え る よ う に し て お く 。  3  

( 2 ) 省 エ ネ ル ギ ー 化  4  

 水 道 施 設 の 運 転 を 行 っ て い く 上 で 、 地 球 温 暖 化 ガ ス5  

の 排 出 を 削 減 し 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 行 っ て い く 。  6  

・ 風 力 発 電 や 太 陽 光 発 電 を 水 道 施 設 の 運 転 に 用 い て 省7  

エ ネ ル ギ ー 化 を 行 う 。  8  

・ 水 道 を 利 用 す る 住 民 に 水 道 水 の 節 水 を ア ピ ー ル し 、9  

渇 水 に 対 す る 注 意 を う な が す こ と で 、 浄 水 を 作 る 量 を1 0  

削 減 し 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 す る 。  1 1  

3 . 下 水 道 事 業 が と る べ き 対 策  1 2  

( 1 ) 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 抑 制  1 3  

 地 球 温 暖 化 を 防 止 す る た め に 二 酸 化 炭 素 等 の 温 室 効1 4  

果 ガ ス の 排 出 を 削 減 す る 。  1 5  

・ 下 水 の 高 度 処 理 を 推 進 し て 、 汚 泥 量 を 削 減 す る こ と1 6  

で 、 汚 泥 の 焼 却 量 を 減 ら し 、 焼 却 に 伴 う 温 室 効 果 ガ ス1 7  

の 排 出 量 を 削 減 す る 。  1 8  

・ 汚 泥 焼 却 設 備 の 改 良 や 運 転 の 調 整 を 行 う こ と で 温 室1 9  

効 果 ガ ス の 排 出 量 を 削 減 す る 。  2 0  

・ 汚 泥 コ ン ポ ス ト や 乾 燥 汚 泥 と し て 緑 農 地 利 用 す る こ2 1  

と で 、 汚 泥 の 焼 却 量 を 削 減 し 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量2 2  

を 削 減 す る 。  2 3  

( 2 ) 省 エ ネ ル ギ ー 化  2 4  

 下 水 道 施 設 の 運 転 を 行 っ て い く 上 で 、 地 球 温 暖 化 ガ2 5  
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ス の 排 出 を 削 減 し 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 行 っ て い く 。  1  

・ 汚 泥 消 化 ガ ス を 用 い て 発 電 を 行 い 、 下 水 道 施 設 の 運2  

転 に 用 い る こ と で 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 行 う 。  3  

・ 風 力 発 電 や 太 陽 光 発 電 を 下 水 道 施 設 の 運 転 に 用 い て4  

省 エ ネ ル ギ ー 化 を 行 う 。  5  

・ 下 水 処 理 水 が 一 年 中 を と お し て 一 定 の 温 度 で あ る こ6  

と を 利 用 し 、 ヒ ー ト ポ ン プ を 用 い た 冷 暖 房 設 備 に 利 用7  

す る こ と で 、 電 気 の 使 用 量 を 削 減 し 、 省 エ ネ ル ギ ー 化8  

を 行 う 。  9  

4 . お わ り に  1 0  

地 球 温 暖 化 を 防 止 し 、 二 酸 化 炭 素 等 の 温 室 効 果 排 出1 1  

量 を 削 減 す る た め に は 。 上 下 水 道 事 業 を 継 続 し て い く1 2  

上 で の 、資 源 の 有 効 利 用 や 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 推 進 し て 、1 3  

循 環 型 社 会 を 構 築 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  1 4  

                  以  上  1 5  

  1 6  

 1 7  

 1 8  

 1 9  

 2 0  

 2 1  

 2 2  

 2 3  

 2 4  


